
２００９年度に思う   激変する時代への対応 

日 時 平成21年 6月15日（月）13時 30分～19時 30分

場 所 早稲田大学大隈記念講堂・小講堂 

    〒169-8050東京都新宿区西早稲田1－6－1 

スケジュール（予定） 

･通常総会（小講堂）         13時 30分～15時 

･セミナー（同 上）        15時 30分～16時 30分 

･情報交歓会（ﾘｰｶﾞﾛｲﾔﾙﾎﾃﾙ東京）17時 30分～19時 30分 

  
 
 
 
 
 
 
 

月日の経つのは早いもので、二十一世紀は早くも十

年を迎えようとしています。ところで、昨年は観光分

野に関して長短二つの大きなことがありました。ひと

つは、極めて多面的な側面を持っている観光行政の中

枢機関としての「観光庁」の発足です。観光行政の中

心になる観光立国は成熟した先進国に向けた動きで

あると共に、疲弊した地方の復活がかかっていること

でもあります。そのうえ、インバウンドとアウトバウ

ンド双方の交流拡大が重要との認識から、様々なキャ

ンペーンが展開されるようにもなってきました。また、

「景観法」に基づく活動が全国各地で展開されるよう

になってきましたが、これに続いて、昨年は地域間の

観光開発の連携を模索する「観光圏整備法」や文化財

周辺のまちの意味を問い直す「歴史まちづくり法」と

いった地域づくりを支援する法律が成立しました。こ

の新しい法律に基づく様々な活動が展開されるよう

になってきています。そのうえ、観光インフラとして、

ハード面のみならず、観光産業に関する経営マネジメ

ントの具体化策や次代を担う人材育成策も模索され

つつあると聞きます。 

もうひとつは、アメリカに始まった世界にわたる金

融不安とそれに続く不況の到来です。政治・経済とも

にアメリカへの一極集中が進んだことの問題点が顕

在化したとも言われています。そして、ＢＲＩＣｓに

象徴されるような多極化した世界に変わってゆく中

で、日本の国際化は多極化への見通しと対応が求めら

れています。いずれにせよ、これが国際観光・国内観

光にどのような影響をあたえることになるのかは、不

況からの脱出の仕方を含めて観光業界の行動の仕方

の今後に俟つしかないのかもしれません。 

このような客観情勢の中にあって、ハード面に関す

る技術を基盤に観光交流空間等の議論を展開し、ハー

ド面での観光振興への課題解決に寄与しうる唯一の

団体である当協会への観光業界の期待は大きなもの

があります。国際競争力のある、魅力豊かな観光交流

空間の形成のための技術的調査研究と成果に期待す

るのは私だけではないでしょう。観光交流空間全般の

更なる質の向上を図るために取り組むべき諸課題に

ついての技術調査研究を一層深化させ、その普及活動

に努めていただきたいと思います。 

実は、私は日本建築家協会の会長職にあった時に、

海外先進諸国の建築家協会が建築家の大切な活動領

域のひとつとしてツーリズムのことを積極的に展開

していることを知りました。そうした状況の中にあっ

て、諸般の事情から当協会の会長職を引き受けたわけ

ですが、その結果として、国の政策が景観の重視と観

光立国へと大きく転換する時期に会長を勤めさせて

いただくことになりました。これまでの会員諸氏のご

支援・ご協力に感謝すると共に、今後の一層のご活躍

を期待する次第です。 

 

平成２１年度の通常総会と関連行事 お知らせ 
平成２１年度の通常総会および当日の関連行事の概要が決まりました。今年の総会会場の早稲田大学大隈記念講

堂は同校の創立125周年の記念行事の一環として歴史ある外観はそのままに、内部を多機能型文化ホールとして改

修し 2007 年に再生されました。ゴシック様式の建物

に半円アーチのロマネスク様式を加えた建築が意匠

的に特に優秀であると評価され同年 12 月に国の重要

文化財に指定された建物であります。 

総会後のセミナーは改修の設計をご担当された 

㈱佐藤総合計画の関野設計室長におねがいし『大隈記

念講堂の改修について』講演いただく予定です。セミ

ナー終了後、館内を見学していただきます。滅多に見

れないものですのでこの機会に是非ご参加ください。 

 なお情報交歓会は大隈庭園に隣接するリーガロイ

ヤルホテル東京にておこないます。
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施設見学会「東京ディズニーランドホテル」 報告 
3月 27日の昼下がり、ディズニーランドホテルで食

べきれないほどの美味しいケーキやプリン等をそえ

て、アフタヌーンティーを楽しみました。 

６０数人の参加者はロマンチックな白雪姫のベッ

ドの演出や日本風のお風呂等を見学、ファミリー客に

焦点をあわせたホテルデザインについて、総支配人ベ

スフォードさんの流暢な日本語解説とコンセプトに

感心。また、美和ロック株式会社による客室チェック

インシステムの新しいキーシステムについての説明

がありました。 

アルコールなしでも楽しい見学会でした。 

「豪華客船 ドーン・プリンセス」船内見学 報告 
4 月 2日プリンセス・クルーズ社ドーン・プリンセ

スの横浜寄港に伴い見学会が開催されました。 

早い時期に参加者多数となった人気の見学会だっ

ただけに横浜大桟橋国際ターミナルには１３時の集

合時間前に列ができました。パスポート、運転免許証

など事前の登録が必要でしたが、５５名と人数が多い

割には入船までの手続きもたいへんスムーズでした。 

２日朝８時に入港し、夕方８時には次の寄港先に向

けて出港するというタイトな時間の中、スリルとロマ

ンの貴重な施設見学会でした。 

古木･やまざくらをめでる会 報告 
古くから自生している山桜は満開になってはじめ

てそのありかをみつけることができました。 

広大な鹿野山の山並みのなか、おもわぬところの桜

に感激、人工的に植えられた都会の桜並木とはまたち

がった趣でした。 

美女5名美男７名の参加者は自前の手づくり弁当を

だしあって、みんなで新緑の下、ガーデンパーティー

を楽しみました。男性の料理上手のお弁当に感心した

り、日常の協会活動ではみられない個性をのぞけた小

さな旅でした。 

アクアラインの割引1,000円に、そして内山緑地建

設の皆さんのご協力に感謝！！ 

合同会議報告 
4 月 21日に会長、副会長、常務理事、委員長･分科

会長･部会長による合同会議が開催され、平成21年度

の各部門の事業活動計画が発表されました。 

会員相互の交流促進のため交流３部会（建築･設備･

インテリア）では、全員参加を目指したグループ活動

によるイベント企画が推進されます。 

ご期待ください。 

◆ 年会費 お振込みのお願い ◆ 
4 月 1日付で、平成２１年度の年会費「請求書」を

発送させていただきました。早めにお振込みください

ますようお願いいたします。 

 

「ホテル龍名館東京の見学会」お知らせ 
6 月 1日、八重洲にオープンする「ホテル龍名館東

京」を開業に先立って5月25日(月)に見学します。 

 龍名館は歴史100年以上の名旅館。その21世紀戦略

と、それを建築・インテリアのデザイナーがホテルと

してどう具現化したのか見せていただき、お話をうか

がいます。 

 「復元建築物の見学会」お知らせ 
5 月 28 日(木)に恒例の建築物の見学会及びセミナ

ーを開催いたします。 

今回は復元建築として竣工近い丸の内・三菱一号館

です。イギリスの建築家ジョサイヤコンドルの設計に

より明治 27 年に完成した煉瓦造 3 階建で、日本初め

てのイギリス式テナントビルとして昭和 43 年まで使

用されました。この度残された資料を基に忠実に再現

されたものです。「三菱一号館美術館」として2010年

4月から本格オープンする予定です。 

☆ 新入会員紹介 ☆ 
 

[個 人] 石井 亜由美 
ハートフルカラー 代表 

〒158-0083世田谷区奥沢4-25-8 

TEL・FAX 03-3727-1183 

カメラ倶楽部撮影会のお知らせ 
雄大な富士山を撮影する旅、日帰りバスツアーを計

画しています。 

いろいろな姿の富士を撮り尽くすため、富士五湖を

中心に撮影ポイントを巡ります。午前の光に映える山

中湖から始まり、忍野、河口湖、西湖、精進湖、本栖

湖、朝霧高原へと、雄大な富士を正面に見据えながら

徐々に西側に移動させます。最も西側に位置する田貫

湖から見る夕日に染まる富士山は圧巻です。バスはサ

ロンカーを使いますので車中の談笑も楽しみです。 

実施日は７月４日（土）を予定していますが、詳細

は後日お知らせいたします。 

♥編集後記♥ 
各委員会、部会の新年度に対する事業計画の方針が

まとまりました。 

協会の使命として、より観光産業を充実させるため

の施策が求められており、本来の観光施設に対する研

究はもとより、観光施設を取り巻く環境を整えるため

の研究が益々不可欠になってまいりました。そのため

の全員参加の企画が目白押しです。 

よりよい成果が上がるように全員で協力して行き

たいと思います。             Ｙ．Ｋ 


